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視覚障害者に対する態度を好意的に

変容させるためのシミュレーション法

はじめに

これまで，弱視克・者を含む視覚捧害児・者lζ

対する社会の人々の態度をより好意的な方向に改

善するためにはし 1かなる手段を用いれば良いかに

ついて，いくつかの方法の効果を検討してきた(徳

田， 1989a)。乙乙では学校教育の中で比較的簡単

に利用できる，障害を擬似体験するシミュレーシ

ョン、法の効果について報告したい。

WilsonとAlcorn(1969)は被験者1<=8時間の

障害のシミュレーションをお乙なわせたが，その

後，被験者lζ有意な態度の変容がみられなかったこ

とを報告した。乙の実験で被験者がお乙なったシ

ミュレーションは，①盲(自に不透明な包帯をす

る)，②聾(耳栓をする)，③利き手を失った状

態(利き手を身体にしばりつける)，④足を失っ

た状態(車いすにすわる)の 4つであった。有意

な態度の変容がみられなかった理由として，彼ら

は，シミュレーションにおいて実擦に被験者が障

害者の擬似体験をしたかどうかが明確でない乙と

を挙げている。すなわち乙の実験では，実際lζ障

害を持つ人が受ける「韓害者としてのdisabilityJ 

を体験したのではなく 不便さのみが強調された

「障害のdisabilit Y J だけを体験した可能性があ

ると考えられるのである。

乙れに対してCloreとJeffrey(1972)は，条件

が十分に統制された実験をおこない，障害のシミ

ュレーションによって態度が有意に変容し， しか

もその効果が4か月間持続するという結果を得た。

乙の実験がWilsonとAlcorn(1969)の実験と大き

く異なったのは，周囲の一般の人がシミュレーション体

験者をどのような呂で見ているかという乙とを体

験者にフードバックできる点であった。つまり「障

害者としてのdisabilityJを体験できたわけである。

障害のシミュレーションは態度変容において非

東京成徳短期大学徳田克己

常lζ有効な手段となり得るが，そのためにはシミ

ュレーションの体験者が周囲の様子や自分に対す

る局留の人々の反応を観察できる条件を設定する

必要があることが，これらの実験から明らかにな

ったと言えよう。換言すれば，現実の障害者によ

り近い体験，すなわち「障害者としてのdisabi1i-

ty Jの体験が不可欠の要素として取り上げられる

べきであるという乙とになる。このことはシミュ

レーション実験の前提条件を考える上で必ず配慮

しなければならない点である。

今回私がおこなった実験はその点を考慮し，ま

た通常の教育の中で短時間で最も効果的であると

思われる方法を考案し，実施している。以下にそ

の方法と結果について簡単に紹介する。

方法

1. 被験者

東京成徳、短期大学幼児教育科2年生女子学生86

名が本実験Jζ参加した。そのうち，手引き者が半

数であったので被験者は43名という乙とになる。

乙の43名は，他の態度変容技法の効果を確認する

実験の被験者になった経験のない者であった。

また，被験者の選択にあたっては，家族，親戚，

友人l乙視覚棒害者がいないこと，および過去に視

覚障害者と直接接触した経験がない乙との 2点を

条件とした。

2. I保育者養成校での実験JK対する考え方

保育者養成校での実験は，それ自体が教育活動

でなければならない。つまり原則的にネガティブ

な方向への態度変容は避けなければならず，もし

そのような結果となっても十分に対応できる条件

を整えていなければならない。すなわち従来の研

究にみられるような「一回きりの，やりっぱなし

の態度調査Jではなく，実験後も十分な教育の機
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会が持てる被験者を選択し，もしネガティブな結

果が生じたとしても適切に時間をかけて指導がお

こなえる条件設定が必要である。本研究では，被

験者をすべて著者の担当している授業の受講生の

中から選択しており，十分な事後指導をお乙なっ

ている。調査はすべて無記名でお乙ない，また授

業担当者が実験者である乙とによる，し 1わゆる「笑

験者の効果Jが生じないようにその手続きについ

て十分に配慮している。

また， ζの実験には多くのfj寺j習をかける乙とは

できない。実験は「社会福祉2Jの時i習において

実施したが， 1時間で終了するようにした。つま

り，学校教育の中では短時間の指導で最大の効果

のあがる方法を検討する必要があったわけである。

3. 態度変容を測定する尺度

障害のシミュレーションの体験によって態度が

どのように変容したかについて客観的に評価する

ためには，精度の高い尺度が必要となる。従来の多

くの研究では， f埠害児・者i乙対する態度が好意的

か，JI三好意的かといった乙とだけがわかる一次元

的な尺度が主に使用されていた。しかし， r障害
児・者lζ対する態度の構造は多次元的であるj 乙

とが明らかになっている現在，より詳おEな検討を

おこなうためには一次元的な尺度の使用では不十

分である。

そこで本研究では，視覚障害者の態度を測定す

るものとしては我が国で唯一 結果を多次元的K

解釈することができる「視覚障害者に対する多次

元的態度尺度J (河内・徳EEl， 1988)を用いて態

度を測定した。乙の尺度は50の項目によって構成

されており，態度を 5つの次元(共に生きる乙と

への拒否，統合教育，特殊能力，依存的な自己中

心性，交流の場での当惑)から解釈する乙とが可

能である。この尺度の開発にあたっては因子分析

による検討や信頼性，妥当性の検討が詳*111におこ

なわれている。この尺j支の詳細は徳田・河内

(1989)を参照して]頁きたい。

乙の尺!支のほかに，社会的距離を測定する方法

を使用した。乙の社会的距離を測定する尺度はボ

ガーダスがし 1ろいろな人種に対する態度を測定す

るために開発したものであり，自分の集団の中に

そのメンバーをどの程度喜んで受け入れることが

できるかという社会的親密さの程度を測定する方

法である。以下の 7つの項目が用意されている。

被験者はその項目の中から当てはまるものすべて

にOをつける乙とになる。
① 結婚の対象として考える乙とができる

② 個人的な友人としてっきあう乙とができる

① ごく近所に住む人としてっきあう乙とがで

きる

④ 同じ!職場で働く乙とができる

① 私のIllJの住人として受け入れる

⑥ 訪問者としてのみ私のlIlJtζ入ってもいい

⑦ 私の!IlJから排斥する

4. 手続き

まず，被験者全員lζプ 1)テストとして前述した

2種類の尺度を用いて視覚障害者に対する態度を

測定した。その 1週間後，授業において視覚障害

者のシミュレーションの実習をお乙なった。実習

終了後，ポストテストとして同じ尺度を使用して

態度を測定した。また自由記述方式によるシミュ

レーション実習の感想を被験者全員に書かせて提

出させた。

2つの尺度には記名をさせなかったが，プ 1)テ

ストとポストテストを照合するために任意なペン

ネームを記入させた。本名を記入させない乙とに

よって，従来から指摘されている質問紙による態

度調査での望ましい方向への反応の歪みを軽減で、

きると考えた。

5. シミュレーション実習の内容

乙の実習では，被験者はまず教室内で視覚障害

者の手引きの方法の講義を受け(15分)，その後

ふたりずつのペアになり，ひとりがアイマスクを

して視覚障害者のシミュレーション体験を持ち，

残りのひとりがその手引き者となって校舎内を歩

行した(15分)。

さらに校舎より約 100メートノレはなれている公

園まで，点字ブロックにそって歩行した。公園内

では，手引き者に援助されながら遊具(ブラン円

滑り台など)を体験したり，いろいろな物を触察

する体験を持った(約30分)。その後，点字ブロ

ックを利用して学内まで独力で歩行し，教室内lζ

戻った(15分)。

学内，道路，公圏内には，実験lζ無関係の多く

の人がいたが，それら周囲の人の様子は手引き者

を通じて被験者に伝えられた。乙の手続きによっ
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て，前述した 11埠害者としてのdisabilityJ ~c より

近い体験を持つ乙とが可能であったと考えられる。

乙の実習は安全面を十分に配慮してお乙なわれ，

事故等は一切なかった。

結果と考察

] シミュレーション実習前後の社会的距離の比

較

表 lにその結果を示す。実習によって好意的な

方向に態度が変容している被験者は， 43名中11名

(26%)であった。読書法では52%の被験者が社

会的距離の改善を示しており，また視聴覚教育法

では40~ぢが，さらに視覚障害者の手引き法では 54

銘が社会的距離の改善を示している乙とから考える

と，乙の点におけるシミュレーション法の変容効果は

比較的小さいと言えよう。これらの乙とから，社

会的距離の大きな改善には，直接的あるいは間接

的な視覚障害者との接触によって，情動的な反応

が生起する乙とが必要である乙とが示唆される。

表 1 実習前後の社会的距離の比較(人数)

実習後

友人近所会社同じ!llJ
合計

実友人 12 。。。 12 
習近所 5 17 。。 22 
前会社 。。。
同じUJJ 4 。 3 8 
合計 19 21 。 3 43名

表 2. 実習前後の多次元的態度尺度の得点

下位尺度 実習前 実習後 相関係数

拒否的態度 *32. 0 27.0 0.742 

統合教育 *35. 0 39. 6 O. 688 

特殊能力 *52. 8 43.1 0.574 

自己中心性 27. 7 26，.2 O. 606 

交流の当惑 *53. 5 41. 9 0.620 

2. 次元jjlHcみた態度変容

表2~とシミュレーション実習前後の次元方1]1こみ

た「多次元的態度尺度」の得点を示す。表仁iコのI*J

はプリテストとポストテストの{尋点のIm~c 1 %水

準で有意な差がある項目を示している(検定lとは

対応のある t検定を使用している)。

はおζ生きる乙とへの拒否」の次元lζ関しては，

実習前後で有意な態度の改善がみられている(t 

= 4. 325， df =42)。シミュレーション実習をお

乙なった乙とで視覚障害者と共に働し 1たり， {I1Jlm 
k入れることへの拒否的傾向が軽減されたわけで

ある。

「統合教育jの次元では，笑習後lζ統合教育を

認める方向lζ態度が変容している(t = 4.362 ， 

df=42)。今回の被験者は幼児教育科の学生であ

り， もともと統合教育iζ対しては肯定的な見方を

していたと考えられるが，実習によってさらに乙

の考え方が強められる結果となった。

「特殊能力Jの次元では 態度に最も大きな改

善が認められた(t = 8.420， df=42)。乙れは，

視覚障害者は特殊な能力を備えているという「誤

った認識Jが改善されたことを示している。つま

り，白分でもアイマスクをした状態で歩く乙とが

できるし，触察によって多くのものが分かるとい

う被験者の自己体験が「誤った認識」を変化させ

たわけである。態度変容技法のひとつである視覚

障害者の手ヲiき実習法では，自己体験をする乙とが

できないために，むしろ視覚障害者の能力を過大

評価する{頃向がある ζとが権かめられている(徳

田， 1989b)。

「依存的な自己中心性jの次元では，実習の前

後において得点の変化が認められていない(t = 
1， 24S， df=42)。 つまりシミュレーション実習

によって，視覚i喧害者は他人lζ対して手伝っても

らうことを当然と考えており，自己中心的な性格

であるという見方は大きく改善される乙とがなか

ったわけである。その原因として，今回の被験者

は初めからこの点に関しては比較的好意的であっ

たこと，およびシミュレーション実習では乙のj誌

に関する'情報が被験者lζ伝達されにくい乙となど

が挙げられる。視覚障害者を実際lζ手引きする実

習において，視覚障害者と直接花言葉を交わす乙

とが大きな態度の改善をもたらす乙とが実験によ

つ山



って硲かめられており(徳田， 1989 b)，視覚障害

者のパーソナリティの理解lζは質問等が許される

相互関係段階のコミュニケーションが必安ーである

ことが示唆される。

「交流の場での当惑Jの次元では，態度に大き

な改善が示されている(t = 7，797， df=42)。

すなわち実習後では，視覚障害者との交流の場面

においてとまどってしまうことが少なくなるわけ

である。今回の実習では，被験者が視覚i埠害者の

手引きの方法を実際児学習したことや続覚障害者

の歩行について自分の体験を過して危険な点や配

慮すべき点を認識したわけであるが，それらのこ

とが態度の改善の大きな原因となったと言えよう。

3 自由記述された感想の分類

実習後lζ書かれた被験者の感想を分類すると以

下のようになる。数字は，延べ数の全体lζ対する

百分率である。

① 視覚障害者の歩行の困難さを認識した (63

ヨづ)

② 失明することに対して恐怖を感じる(28箔)

① 手引き者との信頼関係が重要である乙とを

![LX;じた(14%)

④ 町で視覚障害者を見かけたら手を貸したい

と思う(l 2~ぢ)

⑤ いろいろなものが歩行の障害物になること

が分かった(9 ~ぢ)

⑥ 車やオートバイの音lζ恐怖を感じた(7必)

⑦ 点字ブロ yクの重要性を認識した(5 ~ぢ)

シミュレーション法の感想として特長的である

のは，盲人による講演法や視覚障害者の手引き実

習法などの他の態度変容技法lζ比べて，失明lζ対

する恐怖を感じる被験者が多い点である。乙の恐

怖感は「自分が失明する乙とJiC対してであり，

「失明者JiC対する恐怖感ではない。

しかしながら乙こで注意したいのは，恐怖感の

般化という問題である。つまり，失明l乙対する恐

怖が失明者lζ対する恐怖として般化される可能性

があるのではないかという乙とである。特殊な{yIJ

になるが，エイズlζ対する恐怖感は，般化してエ

イズ感染者に対しても持たれる乙とを示唆する結

果が出されている(徳田・塙・佐藤， 1988;塙-

j恵国・佐藤， 1988)。

そこで，被験者lζ失明lζ関する正しい認識を持

たせ，恐怖感を軽減するプログラムが必要となっ

てくる。女子学生lζ視覚障害者に関して不思議に

思う乙とを列挙させ，それを分析した研究(徳田，

1988 ;徳田， 1989 c )によって，一般の人は視覚

障害という乙とや失明という乙とに関する認識が

非常に浅い ζ とが指摘されている。恐怖感の軽減

にはそれらの調査において提出されている疑問に

ついて解答を与えていくといった，質1習の許され

る講義型のコミュニケーションが有効ではないだ

ろうか。講義内容のザIJは徳m(1989c )を参照し
て]妄きたい。

まとめ

視覚障害者の歩行や触察を擬似体験する，態度

変容技法のひとつであるシミュレーション法の効

果を確かめる実験をお ζなった。その結果，受容

度を示す社会的距離に改善がみられたものの，他

の変容技法(例えば視覚障害者の手引き法，読書

法，視聴覚教育法など)に比べてその改善の幅は

小さいものである乙とがわかった。「多次元的態度

尺度jの下位尺!支についてみると， I共lζ生きる

ことへの拒否J f-統合教育J I特殊能力J I交流

の場での当惑」の次元では大きく態度が改善した

が， I依存的な自己中心性jの次元では改善がみ

られなかった。また自由記述された感想から，シ

ミュレーション体験の後では失明に対する恐怖が

増大する乙とが確認された。乙の乙とから，シミ

ュレーション法をmいる場合には失明lζ関する知
識を伝達する講義法を併用する必要がある乙とが

確かめられた。
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